
一

専
攻
学
科
目　

生
物
物
理
学

生　

年　

月　

昭
和　

九
年　

一
月

略　
　
　

歴　

昭
和
三
二
年　

三
月 
東
京
大
学
工
学
部
応
用
物
理
学
科
卒
業

同　

三
七
年　

六
月 
米
国
メ
ロ
ン
研
究
所︵
現
・
カ
ー
ネ
ギ
ー
メ
ロ
ン
大
学
︶
放
射
線
研
究
部
研
究
助
手︵
昭
和
三
九
年
七
月
ま
で
︶

同　

四
二
年　

五
月 
米
国
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
大
学
院
化
学
科
博
士
課
程
修
了

同　

四
二
年　

五
月 

Ph.D
.

︵
米
国
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
︶

同　

四
二
年　

六
月 

米
国
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学P.D

.

フ
ェ
ロ
ー
︵
昭
和
四
三
年
七
月
ま
で
︶

同　

四
三
年　

八
月 

米
国
ベ
ル
研
究
所
生
物
物
理
研
究
部
研
究
員
︵
昭
和
四
五
年
八
月
ま
で
︶

同　

四
五
年　

八
月 

米
国
ベ
ル
研
究
所
生
物
物
理
研
究
部
主
任
研
究
員
︵
昭
和
五
九
年
六
月
ま
で
︶

同　

五
九
年　

六
月 

米
国
ベ
ル
研
究
所
生
物
物
理
研
究
部︵
後
の
計
算
生
物
学
研
究
部
︶
特
別
研
究
員︵
平
成
一
二
年
一
二
月
ま
で
︶

平
成
一
三
年　

九
月 

米
国
イ
ェ
シ
ー
バ
ー
大
学
ア
ル
バ
ー
ト
・
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
医
学
部
生
物
物
理
生
理
学
部
客
員
教
授︵
平
成
一
四
年
八
月
ま
で
︶

同　

一
三
年　

四
月 

濱
野
生
命
科
学
研
究
財
団
小
川
脳
機
能
研
究
所
長
︵
平
成
二
〇
年
三
月
ま
で
︶

同　

二
〇
年　

四
月 

東
北
福
祉
大
学
感
性
福
祉
研
究
所
特
任
教
授
︵
令
和
三
年
三
月
ま
で
︶

同　

二
〇
年　

九
月 

韓
国
・
嘉
泉
医
科
学
大
学︵
現
・
嘉
泉
大
学
︶
神
経
科
学
研
究
所
客
員
教
授︵
平
成
二
五
年
一
一
月
ま
で
︶

同　

二
三
年　

四
月 

脳
情
報
通
信
融
合
セ
ン
タ
ー
︵C

iN
et

︶
招
聘
専
門
員
︵
現
在
に
至
る
︶

同　

二
八
年
一
〇
月 

量
子
科
学
技
術
研
究
開
発
機
構
︵Q

ST

︶
名
誉
フ
ェ
ロ
ー

令
和　

二
年　

九
月 

大
阪
大
学
特
別
栄
誉
教
授

同　
　

三
年　

四
月 

東
北
福
祉
大
学
特
別
栄
誉
教
授

第
一
一
五
回
日
本
学
士
院
受
賞
者
略
歴

恩

賜

賞

日
本
学
士
院
賞

受
賞
者　
　

小お　

川が
わ　

誠せ
い　

二じ



一
一

Ph.D.
小
川
誠
二
氏
の
﹁
機
能
的
磁
気
共
鳴
画
像
法

の
基
本
原
理
の
発
見
及
び
脳
科
学
へ
の
展
開
﹂

に
対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

小
川
誠
二
氏
は
︑
磁
気
共
鳴
画
像
︵M

R
I

︶
に
お
い
て
︑
人
の
生
理
現
象
に

よ
っ
て
生
じ
る
血
中
酸
素
濃
度
の
微
妙
な
変
化
を
検
出
す
る
﹁B

O
LD

﹂
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
法
の
原
理
を
発
見
し
︑
そ
れ
を
基
礎
に
し
た
脳
機
能
を
測
る
機
能
的

磁
気
共
鳴
画
像
法
︵fM

R
I

︶
を
創
出
し
た
︒

小
川
氏
は
東
京
大
学
で
応
用
物
理
を
専
攻
し
︑
一
九
六
八
年
に
ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
大
学
で
化
学
の
博
士
号
︵Ph.D
.

︶
を
修
得
し
た
︒
そ
の
後
︑
ニ
ュ
ー

ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
マ
レ
ー
ヒ
ル
のAT&

T

ベ
ル
研
究
所
で
生
物
物
理
学
研
究
部

の
有
力
な
ス
タ
ッ
フ
メ
ン
バ
ー
と
し
て
三
三
年
間
研
究
に
従
事
し
た
︒
二
〇
〇

一
年
に
帰
国
︑
東
京
都
に
あ
る
小
川
脳
機
能
研
究
所
長
に
就
任
し
た
︒
二
〇
〇

八
年
に
は
東
北
福
祉
大
学
の
特
任
教
授
に
就
任
し
︑
同
時
にN

R
I

︵
韓
国
・
嘉

泉
医
科
大
学
神
経
科
学
研
究
所
︶
に
も
特
別
教
授
と
し
て
着
任
し
︑
新
し
い

七
・
〇
テ
ス
ラ－

M
R

I

装
置
を
用
い
たfM

R
I

研
究
を
主
導
し
た
︒
二
〇
一

一
年
か
ら
は
大
阪
大
学
のN

IC
T

シ
ス
テ
ム
︵
情
報
通
信
研
究
機
構
︶・C

iN
et

︵
情
報
ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
究
セ
ン
タ
ー
︶
研
究
所
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
お
よ
び
客
員
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
務
め
た
︒
同
氏
はfM

R
I

の
研
究
で
多

く
の
権
威
あ
る
表
彰
︱
︱
米
国
医
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
会
員
︑
日
本
国
際
賞
︑
朝

日
賞
︑
ガ
ー
ド
ナ
ー
国
際
賞
︑
慶
應
医
学
賞
︑
日
本
医
療
開
発
大
賞
︱
︱
を
受

け
て
い
る
︒

小
川
氏
の
業
績
は
︑
ベ
ル
研
究
所
に
滞
在
中
に
行
わ
れ
た
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
の

構
造
と
機
能
に
関
す
る
広
範
な
研
究
体
験
と
知
識
が
基
礎
と
な
っ
て
い
る
︒
そ

こ
で
培
わ
れ
た
知
見
が
︑
血
中
酸
素
の
変
化
が
磁
気
共
鳴
画
像
︵M

R
I

︶
に
ど

の
よ
う
に
影
響
す
る
か
を
理
解
す
る
た
め
の
基
礎
知
識
に
な
り
︑
後
年
︑M

R
I

画
像
が
脳
内
の
微
細
な
血
管
を
流
れ
る
血
流
の
脳
酸
素
化
に
依
存
す
る
こ
と
を

発
見
し
た
︒
さ
ら
に
︑
一
連
の
独
創
的
な
動
物
実
験
を
行
い
﹁B

O
LD
－

M
R

I

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
﹂
法
の
実
証
に
成
功
し
た
︒
一
九
九
〇
年
に
は
﹁B

O
LD

﹂

︵B
lood O

xygenation Level D
ependent－

血
中
酸
素
濃
度
依
存
性
︶
と
い
う

用
語
を
提
唱
し
た
︒
そ
の
後
︑
同
氏
は
ミ
ネ
ソ
タ
大
学
の
カ
ミ
ル
・
ウ
グ
ル
ビ

ル
氏
と
共
同
研
究
に
取
り
組
み
︑B

O
LD

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
法
の
原
理
を
磁
気
共

鳴
画
像
法
に
応
用
す
る
こ
と
に
よ
り
︑
生
き
て
い
る
人
間
の
脳
の
局
所
的
な
神

経
の
活
性
化
を
直
接
観
察
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
︒
具
体
的
に
は
︑
感
覚
視
覚

の
課
題
を
実
行
す
る
こ
と
に
よ
り
︑
活
性
化
さ
れ
た
人
の
脳
灰
白
質
領
域
を

マ
ッ
ピ
ン
グ
で
き
る
こ
と
を
実
証
し
た
︒

小
川
氏
がB

O
LD

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
発
見
す
る
出
発
点
は
︑
ベ
ル
研
究
所

在
職
中
の
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
の
生
物
物
理
学
的
課
題
の
研
究
に
さ
か
の
ぼ
る
︒
同



一
二

氏
は
最
初
のB

O
LD

実
験
の
二
〇
年
前
に
︑
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
の
ア
ロ
ス
テ
リ
ッ

ク
酸
素
結
合
と
磁
気
共
鳴
信
号
︵N

M
R

︶
に
対
す
る
常
磁
性
状
態
の
影
響
を

研
究
し
て
い
た
︒
一
九
七
〇
年
代
を
通
じ
て
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
の
構
造
と
機
能
の

関
係
を
結
び
つ
け
る
重
要
な
論
文
を
発
表
し
た
︒
同
時
に
︑
一
九
八
〇
年
代
に

か
け
て
︑N

M
R

 31-P
分
光
法
を
用
い
た
生
物
の
代
謝
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
に

取
り
組
み
︑
細
胞
代
謝
に
関
す
る
理
解
を
深
め
︑
生
化
学
的
課
題
で
あ
るin 

vivo

で
の
脳
代
謝
の
研
究
にN

M
R

を
使
用
す
る
こ
と
に
取
り
組
ん
だ
︒

こ
れ
ら
の
一
連
の
研
究
︑
す
な
わ
ち
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
の
生
物
物
理
学
と
脳
エ

ネ
ル
ギ
ー
︵
代
謝
︶
学
の
研
究
か
ら
︑
高
磁
場
中
で
高
空
間
分
解
能M

R
I

を

用
い
たin vivo

実
験
で
︑
げ
っ
歯
類
の
脳
に
関
す
る
先
駆
的
な
研
究
に
成
功

し
た
︒
そ
の
結
果
と
し
て
︑
血
中
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
の
磁
化
率
の
違
い
に
よ
る
微

妙
な
磁
場
変
動
効
果
に
よ
り
︑
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
の
脱
酸
素
の
変
化
に
起
因
す
る

血
管
と
そ
の
周
辺
組
織
の
脳
水
の
信
号
変
化
を
発
見
し
た
︒
こ
れ
ら
の
研
究
成

果
は
︑
一
九
九
〇
年
代
に
一
連
の
論
文
と
し
て
発
表
さ
れ
︑B

O
LD

効
果
と

fM
R

I

を
併
用
す
る
有
用
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
確
立
さ
れ
た
︒
こ
れ
以
前
は
︑

M
R

I

は
脳
の
機
能
的
活
動
を
測
定
で
き
な
い
と
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
た
︒

小
川
氏
が
一
九
九
〇
年
代
に
行
っ
た
﹁
脳
研
究
の
一
〇
年
﹂
は
︑
脳
機
能
を
非

侵
襲
的
に
研
究
す
る
方
法
の
一
つ
と
し
て
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
︒
し
た

が
っ
て
︑B

O
LD

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
法
は
︑
従
来
法
の
よ
う
にM

R
I

画
像
に
コ

ン
ト
ラ
ス
ト
を
つ
け
る
た
め
に
外
部
か
ら
造
影
剤
を
注
入
せ
ず
に
︑
内
因
性
造

影
剤
と
し
て
血
液
に
固
有
な
特
性
を
使
用
す
る
も
の
で
あ
る
︒
そ
の
結
果
︑

B
O

LD

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
・
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
有
用
性
は
︑
脳
活
動
を
研
究
す
る
手

段
と
し
て
︑
直
ち
に
認
識
さ
れ
た
︒B

O
LD

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
法
は
過
去
三
〇
年

間
︑
人
間
の
脳
活
動
を
非
侵
襲
的
に
画
像
化
す
る
最
も
敏
感
な
方
法
と
な
り
︑

人
間
の
認
知
神
経
科
学
と
機
能
的
脳
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
の
臨
床
応
用
に
関
わ
る
多

く
の
研
究
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
︒

小
川
氏
は
︑B

O
LD

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
最
初
の
発
見
と
そ
の
特
性
評
価
研
究

を
発
表
し
た
後
も
︑
機
能
的
脳
マ
ッ
ピ
ン
グ
の
分
野
で
活
発
に
活
動
し
続
け
て

い
る
︒
同
氏
の
研
究
は
︑B

O
LD

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
現
象
を
生
物
物
理
学
に
基
づ

く
基
礎
研
究
︑
脳
の
酸
素
代
謝
と
脳
の
血
行
動
態
の
複
雑
な
相
関
︑
時
に
は
予

期
し
な
い
分
野
の
研
究
︑
認
知
状
態
に
関
わ
る
脳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
グ
ナ
ル
伝

達
や
脳
の
可
塑
性
の
研
究
な
ど
︑B

O
LD

コ
ン
ト
ラ
ス
トfM

R
I

の
広
範
な
応

用
が
含
ま
れ
る
︒
最
近
で
は
︑
脳
の
機
能
活
性
と
は
関
係
の
な
い
一
般
的
血
液

循
環
系
生
理
現
象
の
画
像
化
に
も
貢
献
し
て
い
る
︒

主
要
論
文
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B
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